
死者ゼロの実現を目指して
―人命を守る土砂災害対策の推進―

7/13 和歌山県田辺市中辺路町高原

梅雨・台風・地震

今年も土砂災害が各地で

社団法人 全国治水砂防協会

7/6 熊本県美里町志道原
7/15 鹿児島県垂水市二川 7/15 神奈川県横須賀市田浦町

3/25 石川県輪島市門前町中平１ 7/16 新潟県柏崎市青海川

■土砂災害の発生状況―今年も既に500件を突破
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年平均土砂災害発生件数

100mm/h以上の降雨の年
平均発生回数

767件 /年 765件 /年

1,161件/年

2.2回/年
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の平均

昭和62～平成8年
の平均

平成9～18年
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【10年ごとの年平均土砂災害発生件数及び
時間雨量100㎜以上の降雨の年平均発生回数】
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平成14～18年の土砂災害による死者・行方不明者

■少ない避難勧告の発令

【調査対象】
・平成18年の7月豪雨及び台風13号によって、
人的・家屋被害が発生した206箇所
・このうち13箇所で犠牲者が計21名出ている

（国土交通省砂防部調査）

■６６％が土砂災害による
死者・行方不明者

土砂災害
２１人（６６％）

その他自然災害
１１人（３４％）

自然災害による死者・行方不明者の割合
【平成18年梅雨前線豪雨（6/22～7/31）】

■増え続ける危険箇所と追いつかない整備

■進捗しない整備率

■被災者の多くが災害時要援護者

その他
４１% 災害時要援護者

５９%

【急傾斜地崩壊危険箇所数と整備箇所数の推移】

急傾斜地崩壊危険箇所
（傾斜度30度以上、斜面高さ5m以上の急傾斜地で、5戸以上の家屋がある箇所）

整備済箇所
（崩壊防止施設などにより整備された箇所）

113,557
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※急傾斜地崩壊危険箇所Ⅰ、Ⅱ、Ⅲのうち、Ⅰ：「人家5戸以上の箇所」

約89,500箇所※ 約113,600箇所※

約11,300箇所※

計 約214,000箇所※

全体整備率 約23%

※土砂災害危険箇所Ⅰ、Ⅱ、Ⅲのうち、Ⅰ：「人家5戸以上の箇所」

整備率
約21％

整備率
約25％

整備率
約22％

未整備箇所

土石流危険渓流
（平成14年公表）

急傾斜地崩壊危険箇所
（平成14年公表）

地すべり
危険箇所

（平成10年公表）

現状

災害発生前

災害発生後

災害発生前に避難勧告発令
3%（7箇所）

災害発生前に自主避難
5%（10箇所）

災害発生後に避難勧告発令
9%（19箇所）

災害発生後に自主避難
9%（18箇所）

自主避難（避難時間不明）
31%（64箇所）

避難勧告無く、
避難もせず

43%（88箇所）



提言
■予算の確保

■危機管理対策と復興支援の充実

土石流、地すべり、がけ崩れ対策の
約6割は近年災害発生箇所での対応

【砂防関係予算の推移】

予防対策に手が回っていない現状

災害対応
６１％

予防対策
３９％

■ハード対策の充実
○施設整備を着実に―救われた病院や老人ホーム等

ヒライシ沢
砂防えん堤（Ｈ１６完成）

ヒライシ沢

老人ホーム

国道２０号

想定被災区域

病院

ヒライシ沢
砂防えん堤（Ｈ１６完成）

ヒライシ沢

老人ホーム

国道２０号

想定被災区域

病院

・土石流や流木 約２，０００ｍ3を捕捉
・下流の保全対象に被害無し

長野県岡谷市間下（天竜川水系大川ヒライシ沢砂防堰堤）

提供中（28府県）

平成19年９月までに提供開始予定（10県）

平成19年度末までに提供開始予定（9都道県）

（平成19年７月１日現在）

■ソフト対策の充実

梶金橋

新
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賀
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仮排水路

現在自然流下中現在自然流下中
仮設排水管

緊急排水路

H16.11 H18.12

無人化施工
（岐阜県揖斐川町東横山）

新潟県中越地震後の対策工事
（新潟県長岡市、旧山古志村東竹沢地区）

概成した東竹沢地区

【土砂災害警戒情報】

H18.7

砂防関係予算には河川等関公、特定治水を含み、各年前年度剰余金等を含んでいる。
H17～H19については、河川局予算の倍率を使用している。
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砂防関係予算

国全体
一般公共事業

北海道、栃木県、埼玉県、千葉県、東京都、岐阜県、
奈良県、兵庫県、鳥取県

平成19年度末までに

提供開始予定の府県

秋田県、宮城県、神奈川県、富山県、石川県、
愛知県、三重県、福井県、佐賀県、熊本県

平成19年9月までに

提供開始予定の府県

青森県、岩手県、山形県、福島県、茨城県、群馬県、
山梨県、長野県、新潟県、静岡県、滋賀県、京都府、
大阪府、和歌山県、岡山県、広島県、山口県、
島根県、香川県、徳島県、高知県、愛媛県、福岡県、
長崎県、大分県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県

提供中の府県


